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(1) 国有林野の境界保全に闘する繊定は1951年に制定されたものをとそのまま受付ついで今日まで

きているが，それが硯状に合わなくなっている。当時は境界棋の埴設もまだ十分で、はなくまた

木機も多いなど..撹界を保全する条件はよくなかった。また戦後の混乱期でもあり境界紛争が

起きやすいという背最もあった。

(2) しかし，いまや境界の保全条件は当時より格段に向上し，紛争も少なくなっている。したが

って規定は現状に合うように見躍す必袈がある。

(3) 境界銀全に!現ずる現行の規定はもとをたどれば戦前にあった2つの別々の親定を一つにして

つくられたが，必ずしも条文問の猿合性がよく間られたとはいえなかった。そのためその解釈

に漉活しがみられ，結果として境界保全業務の負担のj品監をまねいている。この点からも規定は

される必袈がある。

はじめに

国有林野と民有地との境界を保全し，さらには境界が不明確な場合にはそれを縦定し，間有財

肢の範協を常に明確にしておくことは国有林野管l'lliにおける基本とされている。このため n認有
林野管理規程J(昭和初年農林翁訪iI令m25母)では，間有林野の境界保全の拍:擦として，境界簿
を備えるとともに，境界の主要J誌に境界様を設i置し，その巡検を定期的に行うなどにより境界の
保全を関ることにしているo

具体的には，営林(文)局長は，境界;憾の区分ごとに巡検すべき閉数を定め，その区分及び回

数を標識探簿に記載するとともに，営林署長に指示し，営林署長はその指示に従い，毎年巡検計

酬を立てこれをi日担当区主任(以下IEIを翁略して担当区主授が呼び悶様に担当区にも!日を付けな
い)に指示することとされている(間有林野管理規程第7条，第8条)。また，間有林野管理規

艇に定める境界標の区分及び巡検回数の基準は，とくに{受容のおそれがある境界にある境界椴

(第1積境界線)については1年に l間以上，分水嶺その地の地形によって明らかな境界にある

境界様(第3秘境界機)については4年に l回以上，また第1穂及び第3積境界機以外の境界標

(第2額境界標)については2年に 1回以上となっている。

これらの規定は，昭和初日951)年に制定された!日国有林野管溜規線(農林省司[1令第105号)

の規定なぞのまま受けついだものであり，すでに制定後40年を絞ている。

本論は，国有林野における境界保全の現状をとくにその主主主な業務である境界巡検の内容・
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態把握をとおして明らかにし， f也の民有林野などの事例との比較もふまえながら，今後の悶有林
野の境界保全のあり方を考察する。

調査は平成3 (991)年度に北海道，青森，前m，長野，大阪，熊本の 6営林局，東京農工大
学附腐演習林，機浜防衛施設局来高士演溜場，山梨!泉，相互iiS林株式会社(宮Ili時!泉iヨ向市)，住
友林業新居浜山林事務所(愛媛県新蔚訴市)で聞き取りな行うとともに，地方自治体及び大規模

森林所有者へのアンケートを実施した(日本林業経営者協会理事51名，評議員183名，計234名に

対して行い，回収務48%，113;glからの閥答を得た)。本調査にご協力強いた関係各位，各機関に
対し，深く jj(}I怒を表したい。また，とくに林野地籍の沿革に造詣の深い元林野庁訟務官三三校茂氏
には多聞にEまるご教訴をI良いた。記してお礼申し上げる。

1. 国有林野の境界保全業務の実態

1 -1 .境界の現況

林野庁が所管するI@有林野の閥横は763万ha，境界総延長は10万4，957!(mで，確定済の境界は10

li4，336km，米腕定の境界は621km(主として小笠原諸島，北海滋の防風保安林及び河川敷等)と

99%の;境界は確定されている(平成 3年 3丹3113現在)。袋一 1に訴すとおり境界の級別延長は

1%1観が 2万5，214km，第 2離が 4万3，418km，第 3騒が 3万6，325km，境界点総数は353万5，880
点で，ほほ30mにl点の割合で境界点が殺りられている。昭和37年の「国有林野測定腕程」の

制定によって原則として全点の有様化がすすめられてきたが(第26条)，表-2にみるように有

機は283734 ， 740点で，会境界点の80% を占め，無探}~は70万1 ， 140点でその大部分は渓流，沢筋

などで境界擦の設i設が閤難な箇所である。また木概は遊次永久擦に改殺されつつある。
戦前期における内地隈有林，街]料林はまだ無機点も多く，日誌…全点有機イじをめざした北潟遊間

有林は木1壌が多く 1}，そのため不完全椴(欠損・亡失)の紫、樹をまねいたといわれていることか
らすれば，戦後とくに昭和40年代以降の境界の保全条件は大l協に改替をみたといってよい。

言受… 1 境界の総別必災・点数(平成3年 3Jヲ31日現在)
Ui:i{.i'L :延長ロlilll，点数口点)

》(
tin警繁華苦界 2お2縦波刻、 第 3 釘i与~W 詩l'

官お 長野
延長点数 見返 J送 J41 数 艇よミ 点数 経 ;主主 点数

北海:iJ¥t 7:37 13，610 1，245 23.7:37 2，545 55，643 4，527 92，990 員fi1草li境界
!I!.l II1 560 9，710 4，678 82，670 1，081 21，2:l9 6，319 113，619 特にf受容のおそれ

~t };l. 1，035 17，12自 2，080 40，262 511 8，672 3，626 66.062 がある境界にある境

;f1f広 263 5.:353 つ 3.230 45.000 2.295 47.197 5.788 97.661 
IJJl燃で.if'.に1閲以

泌総 614 16.240 1.732 40.631 583 12，513 2.古2告 69.414 
l膚巡検1J:援するもの。

官? 誌報 3.598 123.243 4.765 152.127 3，449 1む1，:no 11.812 376，680 め~ 2泌総w
秋 III 2.227 9.1.404 2.370 96.282 3.494 128.791 8.091 319.477 話11綴及び貫l3級

iiii ~ 5.161 212.185 5.916 230，762 6.823 24'1，738 17.900 687.685 
境界線以外の境界‘主演
で.2 {~に 1 閲以上

東 I衣 . 2.074 88.576 2.256 96.910 1.854 69.617 6.184 255.103 巡検HJ}ずるもの。
長野 '154 13，605 1.721 55.0H 1.681 <19.893 :3.856 118.542 

然、3fllt境界
ぞrti絞 463 20.667 883 32.900 1.720 62.50:3 3.066 116.070 分水機その他のj也
大阪 2.245 102，228 3.090 130.525 5.113 206.129 10.付8 438.882 JF*によってゆjらかな
~iG 武村 487 22.340 2.802 118，294 1.372 52.91:3 4.661 193.547 tfg'jl.にある境界t~ で，
熊本 5，296 209.635 6，650 247，712 :3，804 132.801 15.750 590.148 4 :{判こ 1間以上巡検
設l' 25.214 9'18.924 43，418 1.:l92，967 36.325 1，193.989 104.957 3.535.880 を基話するもの。

前年度計 25.げ6 956.432 '13，387 1.391，335 35.930 1，178.605 104，793 3.526.372 (凶手J林野1(f~l!鋭総務 7 条)

判的 A減 A 262 A 7.508 31 1，632 395 15.384 164 9.508 

お1，J究主手渡i別の緩炎及びj点数の幼1出土，綴>JUIl主分の見張{し.1溺有林野の所管換及び?t;:J:ムいさ字によるものである。
資料:林野庁議室務第二銀
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淡-2 境界機識の穏類別点数(平成3年3}ヨ31日現在)

(1幹位:点)

境 5手 中議 訪韓

Jal 7J1j コンクリ 合成 燃機
まま 機 ート機 総1m機

;;j号機 その他 i討・

北海滋 14，321 34，164 32，531 3，147 1，673 85，836 7，154 
jl!! JlI 16，481 52，530 27，688 8，581 3，297 108，577 5，042 
jヒ}I， 4.994 49.483 3，889 5.合44 304 63.714 2.348 

平if 広 9，187 51.467 21，633 2.398 268 84，953 12，708 
阪f1[i 9，370 36.728 3，360 15，672 2.003 67.133 2.281 
絞殺 50，585 256，154 4.989 24，724 2，80.1 339，256 37，424 
秋Ell 46.309 145，135 21.352 9.981 2.092 224，869 9'1.608 
前総 73.207 <112，845 5，189 24.363 14，086 529.690 157，995 
J#: Ji( 36，174 158，311 5争387 17，569 9，820 227，261 27，842 
長野 2つ3，555 51，30:3 848 21，543 17，356 114.605 3，937 
名r5ll註 17，907 25.962 6，808 55，9G6 7，191 113，837 2，233 
大阪 68，756 210，760 22，273 835 26，489 329，113 109，769 
路知i 47.158 74，289 19.635 502 6，317 147，931 '15，616 
熊本 92，928 224.186 37.'128 。4:U23 397，965 192，183 

510，9.32 1，783，317 213，010 190.325 137.156 2，834，740 701，140 

紛年度計 51:5，204 1，760，134 211，099 194.671 138.'175 2，820，58:5 705.789 

i好 d弘減 A2，272 23，183 A1，089 A4，346 Al.319 14，157 ふ4，649

総 1 合成樹JJ皆様にはプラスチック1il'i1r含む。
2 その他は，天然対15撚， Iilll月I:lt!!物事~t 余線機. jと後f~t 行革記号事の談議設である。

3 鋭機には，既設の;;j号機が不燃・亡失したものそ合U'o

合計 そI'vlli機 似j ~ 

92，990 1，912 
113，619 1.910 
66.062 874 

97，661 1.413 
69.414 1.301 

376.380 861 

319.477 1，183 
687，685 1，:340 
255.103 411 

118，542 263 
116，070 39，1 

'138，882 20S 
193，547 。
590，148 821 
3，535.880 12，888 

:5，526，372 12，648 

9，508 240 

4 予倣燃は，問主幹や脱線のおそれがある境界J誌で，境界線を絞i絞しでも亡失する可能性が強い場合にき安全な物所Hl1
び，境界点の本J試の方向を淡泌する機識であるα
資料:林野庁議定務第二鋭、

1 -2.巡検の築態

悶有林野における境界の保全は授替のおそれの稼度に応、じて境界擦に種別院分を設け(後一

3) ，その境界F線を定められた回数にしたがって割弱盟主任が巡検するものとされている。そこ

で巡検作業の具体的内務をみてみよう。袋一 4は担当区主任が巡検を実施する時に携行するもの

を示しているが，その作業は閲i部・ i密簿等をもって境界探を確認し，境界様及び境界線上の鼠12J
物にペンキまたはスプレーを強布するというものである。この{乍業に先立つてあるいはそれと問

時にカマなどで境界線上や境界線開問のメ日り払いを伴うこともある。

現行の巡検実施者は担当限伎と規定されているが，巡検が笑際に担当限主任だけで行われて

いるケースは少なく，多少の殻はあれなんらかの形で主任以外の袈員が巡検に携わっている。巡

検はある 1点からスタートして他の 1点までたどりつく作業であるため，スタート地点までもど

らなくていいようにするには，到着点側にも人がいるほうが都合がよい場合が多い。つまり

淡-3 境界総別区分と巡検問数

巡検閲数

賞~ 1綴境界線:とくに佼!裂のおそれがある境界機 l年に 1おj以j二

第 2~選綴界線:第 I 総境界線;及び第 3 綴境界線以外の境界撚 2年に 1間以上

策 3秘境界線:分水綴その他の地形によって切らかな境界にある境界機 4均二に]隠!以上

注:I翁有林野管理主税総第7条



以上で実施しなけ紅ば作業の効本が非常に懇くなる場合や，あるいは刈り払い作業を伴う場所な

どのように I人だけで実行ずることが悶難な場合もあるo もし，巡検が規定どおりに担当院主任

によってのみ実施されるのなら，巡検の実行率は現行よりかなり低下せざるをえなくなるであろ

う。それを反映してであろうが，表-5に訴したように14営林(支)局I十112の(支)局において，

巡検実施者を r:J:.EH当区主任jとする現行規定の改正を望んでいるo
6は各営林(支)J誌における巡検の実行殺をみたものである。昭和61(1986)年度から

成 2 (1990)年度の5年間の平均をみると， 14営林(支)J訪中実行率的%台が10営林(支)局，

80%台が2営林(支)局であり，前橋営林局と東京常林j渇がややイ尽く，それぞれ72%，66%とな

っているo 表-7からわかるように 1担当区当たりの年間巡検議:(延長・点数)をみれば，前橋

営林局と東京常林局が最も多く li立と 2伎を占めており，このことから巡検惑の多認が突行彩に
皮i決怒れたもののごとくにみえるが必ずしもそうとはいえない。境界点の数が設も少ない北海道

と 3 番目に少ない旭川支局の巡検災行~，さがともに80%台と全体の中では低い実行躍であること

にもうかがわれるように，巡検の殻と実行考古の援を単純に比較することはで、きない。

巡検の具.体的作業はその現場の地形や境界をとりまく蹄i却の状態によって大きく異なってくる
ので，境界延長や;境界点数から t~.当区ごとの巡検に援する実際の作業款を判I~Tずることはきわめ

て難しい。実際に営林署レベノレでも担当限ごとの作業埜の授は把t践していないのが現状であり，
規定にしたがいどの官'林幸子も逝検討ー磁を立ててはいるが，作業捻を勘案して淑検趨;を配分する

のことはしていない。

もう 1つの問題は巡検の実行率が大半は90%台

95 

しているからといってこの数字を鵜呑みに

淡-4 巡検作梁に携行するもの

巡検 1'1'~終に機行するもの

2 人の1'F~際 2γ殺し(ノコ・ナグ)，大ガマ(i除伐ガマともいう長さ1. 5 m)，ペンキ(焚忽)，

ワイヤブラシ (務務とし周)，経常総本関

主任 1人の場合 2γ澄し，シルバーコンパス，メーター稔尺 (30m)，ペンキ(紫色)，ビニー
Jレテ}プ，緩惨事主主ド閲(関は必ずしもiE磯ではないので，自分で羽li託して使う)
主任十補助員の場合力マ，境界見出し燃も加わる

たいてい 1人:2了澄し，とうぐわ(機綴の鋭i起こし子詩人メートル総 (50m)，巡検指示色絵
営援本凶，スプレー(赤)，補助員削矧半ずるIh'fはシルバーコンパスを持参

2γ絞し，シルバーコンパス，メートノレ総，スプレー{赤)，荷作りひも，境界見出し様，綴奴:滋

水際i

2了滋し，カマ，スプレ…(当容はwミで統一)，ビニールテープ(今年はピンク)，命令綴，絞f首謀
本:ijgl，境界鈎(方向，距縦L{立闘を入れた補助絡をi気分で作っている)

スプレー(赤)，欽製ヘラ(機織の悶りのごi二を除いて議号令機認するために鍛治滋に1'1'らせたもの
を使用)，境界見出し機，事多義組，巡検事草

スプレー(み)，スコップ(機滋の閲りの土をi徐いて滋惨をliUl認するために使!TI)， 宅金尺 (50m)， 
境界1iWし線，絞設さ謀本関，巡検若草

スプレー(赤)，メートル綿 (501羽)，経営謀本殴コピー

スプレ…(赤)，経営総本図， ~犯肉住・方向の入った自前の聖子l綬，たまに境界見出し撚

スプレー(赤)，ナタ・ノコ，境界見出し様，マジッキ，境界恭本:図

スプレー(赤)，巻尺 (50m)，コンパス導r染問主主し，巡i倹議

スプレ…(赤)，境界見出し様，事業関，巡検災民

スプレー(涼)，境界Jiil.1封し撚，巡検議挙

資料:nおき取り捌霊祭
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楽… 5 :e'i営林(文) }誌のt~ü駐し楽

J渇名 JJgHili別t主総務綴か | 巡検法制戸数は例年が制か JJHl'の巡検災施'i'iは n段当i渓3::f:EJとなっ
ているo このJ&:fl泣いのakIE必製か

ニニ1託銀行段し，税約:の2 調~ 1機… 1"1'に l回以上 務行走路艇をi:lll:IEずる必裂はない。{ほし，将米のl}!Jtヨ
北海巡 fJ!iと 3 fjJjを匂約し提~2 m2級…4王手』こ l 閥):)、上 司王悩1f:考rh設し浪士持労務のliiIH呆策必努J
総とする m3綴…巡検可能となるまで9AfiIi

現行のままで良い 約1秘…l年に 11日i以上 ::I:{本は 1B~当 l去三巴{去とし，幸子;災が絡に必基さと総めた場
!Itl J11 m2秘…3il~に 1 間以上 合』対日当民主任以外の験iえのすることができること

第3事誌面・51.手に l関以上 とし，三主任以外の11被主主』主主伎の指導のもとで行うの

1~3 総の 3綴綴 持n租f…似今日こ 11切以上 m~限定{fの外，務災のアrfrrによりヨj;:終戦災も災級

~t % 
主32事ll...5"ドに I1羽以上，似し伐 殺にするのが毅ましい
採，工芸:rcの際はその認目立

提E3級・・不定期，巡視の際泌総

1 ~4 事ûø4秘類 1111綴… 1>j斗こ l郎以上 はIJ事1事3終2当がl渓指，j:f名fJしな rt民主jI忍::I:f壬号事Jと改めて，ミ事と

;f1f以、 2お2秘…2均三に 1181以上 た穏とする
員ii3総…411!(こ1間以上
mH部i・・・8年tこ1阪i以上

1 ~4 事11の H演実現 第H銀…11f'lこ1181以上 J.l¥l1:E. ~i!!，i総支均において，巡検災施基自告訴を制定し，

関節
(41祖をi1主力f1) 第2事E・e・2年lこ1181以上 m~k主主任のほか前畑~1~~健所主任， 1キ滋放について

?お3事II・+05 ifーに 11TI1以上 は土木総当者がそれぞれ災行できることとしている
第4務i…巡検対象外

1~4 綴の 4 純!Jií'i iAil秘…21i均i三ミl』ここ 1181以上 mぎil渓::1:1壬または，特lこ命じた翁

ι!f 中升小な ( 4事ffBll加) 首H2緩… 1級以上
立'i3綴…4>ドに 11m以上
第 4 綴…必主~"こjおじて行う

1 ~ 4faJのを4参2議3分子IU tn 1事長… 1:l1!Iこ1181以上 :tfl?i41足立:::f:をとし・1，IU3議符室jよ認這Fi.子:、ら叩 とする(符泌係

秋 l列 (草W1l!役)
百~2 綴… 2 1:判こ 11関以上 ぷ.]設中本係iミ
第3l'!ft…3'ドiこ1初日以j二
第4fjf[…対象外

税1l'i1宣り 3区分 t!11l'!n"'2iドに 1181以上 m8~長 I'ìlt林幸子必は~銭滋ば::I:ffへt誌がしなければ

mr jif，i 
m2事f[...I1 "刊こ]間以上 ならないjな「議切に災総しなりればならないJに，
立B事11・-・1守iこ定めない 3l政 rt見当院議佼は[現有林野を巡視した場合」を

f?設称号容よそi主総議議淡を巡検したときはJに改正

1~4 紛の 4 愛媛 2詰1lill'"6ヶ)'JにllBI m~当長主主任号事以'林寺3・1芝が泊五目と認めた殺とするに

京芸{
m2草ll...2 "ドに 1捌 改IE
U13車Il...3 i判こ 1!閲
芽i4籾1...5 i刊こ llBl

現行機刻区分で2をし文 立H綴1・1 iドに 1間以上 r'l!X林幸子j造がITirじた者jとする
えない tn 2級…2"ドにl[ぽ以上

よ追 出子 認~H泊… 41引こ 1 間以上{奴し't1!;iキ
卒男災は巡検il!銘(そ経炎で
きる

1~4 綴の力4{i参)議笈i J;i~ 1.綴… 11ドに 1日以上 f既設iIK::l::f去のほか挙手J逢， 253変l:j}主主1Yi::I.:伎にも分担さ
( 4 ;絞iを治 茸i2総…2"ドlこl阪i以上; せることと改正

名おE設 t1J H抵…4:fドに 1隊以」二
t1iH司…巡視で対応 t g~状者11分の
み災総

1~5 事自の 5 事1l匁i tr~ 1総… 1fドに l阪l以上 総合M1務i去三J造主任が等指定と改しIE(簿とは， 特別司王的がiI::じた場
(現行3t郊を 31送分) iお2総…2{手に 1間以上 た戦~)

火，阪 j;(33総・..A:4停にl[両l以上，
13 : 6 "j!に 11m以jニ，
C : 81ドに 1!BW)Jニ

1~'1 績の4fjllぬ 調H1lI!…1年に 1lill以上 担当i渓主任y..は華子lJ誌の命ずる総長iにL')(A

おまu 第2総…2{手に 1間以上
員HH'iJ1…4jドに 1閲以上
第H近…8{ドに 11日!以上

税行巡り 1~3 寝耳がj遊 負ii1綴…111'に 1間以上 現行 f総出|ま::I:f:EJ'a:変える必要望はない

熊本
1M 第2綴…3{ドに 1閲以上

賀~3 秘…定期的な巡検はしない，
必l}!Jの1i!1l交行う

資料:林野庁淡務第二二詩型
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できないことである。すなわち 淡-6 境界巡検災級淡(昭和例年j交~:sr:成 2 ilo皮の平均)

数字的には高い実行率が示され ~~*本(文)}渇 総.9JH議(1日11) 製巡検延長(lim) 災行延長(1現11) 災行準(%)

てはいるが，しかしそれは必ず 北海滋 5，470 3，387 2，774 82 

しも挺態を反映しているとはい 旭}I! 7，730 4，059 3，445 85 

北 tl 4，463 2，711 2，606 96 
えないからである。というのは 千校 広 7，094 3，083 2，858 93 

担当区主授からの聞き取り誠査 磁館 3，615 2，026 1，925 95 

では， r計磁iどおりに巡検が実 符森 14，672 8，543 8，279 97 

行できそうにない場合どうしま
秋 i刻 10，222 5，370 5，243 98 
前線 22，250 12，252 8，821 72 

ずかj との繋問に対し， r前回 J.li京 7，812 4，649 3，063 66 

分を襲用するJとの回答拶uがみ 長野 4，811 2，16臼 2，140 99 

られ，つまり「実行したことに
名古燦 3，775 1，766 1，712 97 
大阪 13，049 6，356 6，075 96 

して報告するJというのであり， 向9:11 5，802 2，815 2，898 103 

この担当該 {壬は報 では 熊本 19，624 12，471 11 ，812 95 

100%としているが， r実i燦には 130，388 71，657 63，647 89 
平均 9，:313 5，118 4，546 89 

30'"'-'50%が不実行jであること 資料:林野庁業務第二線

を仕立益している。実際は不実行

でありながら f災行したことにして報告するJ
締械の例は地にも何人かの担当j主主授からi部い
ており，なかなか畿には現れ難いものの，それ

だけに少なからずあるものとみておかねばなら

ないで、あろう。しかもこのような例がいずれも

前橋営林局，東京営林局以外の概して挺行事の

淡 7 H設当筏当たり年間巡検j設(311.成2年j交)

をき林{文)}渇
1J11刻表当たり刑務巡検綾 城界点!均五戸

i高い局報・の担当民主任においてみられたことは，

高い実行・率は逆にその数字の倍頼性に不安があ

る。

したがって巡検が実際にはどの程度行われて

いるかを判断することは難しいが，しかしこの

ような場合その実行本が低いほうの水準でみて

おくほうが無難であろう。すなわち前橋営林局

の挺行殺が72%，東京営林局のそれが66%であ

り，この閥均の場合少なくともこの数字以上に

は行われていないことがはっきり

しており，この水準で把援してお

延炎(J切1) 点数

~七百江滋 19 388 

1l日}I! 28 500 

北 A 29 527 
}i誇広 27 450 
pj;j館 23 534 
1，tf 森 32 1，032 

秋 III 29 1，115 
前橋 48 1，846 
東京 43 1，792 
長野 19 576 
名古際 21 808 
大阪 30 1，250 

it1i 知 23 958 
熊本 33 1，222 
音1・ 31 1，03:3 

資料:林野庁業務第二線

袋一 8 巡検不災行分の扱い

均路線(m)

49 

56 
55 

60 
43 
31 
26 
26 
24 

33 
26 
24 
24 

27 
30 

くほうが大過ないとおもわれる。

そして調局ともこの数字に訴され

た笑行率でありながら，地(支)

A塁手:1秘は授年俊允して災11t1iずる。 2，3秘は不災行のまま残る0
3華子:不災行のまま。

j誌に比べとくに境界紛争の発生件

数が多いという事実はない。

次に境界の種別{玄分と笑|擦のi探

検閲数の関係をみてみよう o袋一

C塁手:不災行のままo
D幸子:雪翌年}交に優先的に言l'闘に入れるo
E与野不爽行のまま。
F幸子:潔生存度にMlliして指示する。

資料:持司会取り捌主主

8は巡検が不実行となった分の取扱いをどうしているかをみたものである。これによれば，不実

行分はそのままになってしまうという営林署が学数，翌年度に優先的に挺施の対象にするという
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営林署が半数となっている。不実行分の扱いについては 1檎はき翌年も不実行にされなければ2

年に 1協となり， 2極については翌年機先的に実行されれば3年に 1回，そのままに処され次回

に実行されれば4年に 1問となる。 3極のなかには安全上の問題から現場に行けないというとこ

ろが，少なくとも北海道営林局，前橋営林局，長野営林局ではあるということであり，とくに長

野営林局では「安全上!瑚溜のあるところは巡検できなくともやむを得ないjものと指導している。

したがって 3糠のなかには，今関聞き取り調室長の対象とした 6営林局のうち 3胤では，毒事築上巡

検の対象から外されている境界線もあるとことが明らかになった。また，大阪営林1誌では現行の

第三麓境界標をさらに3区分し， r A : 4年に 1@以上JrB : 6年に 1@以上Jr c : 8年に 1
間以上jとして実施しており，実質的な規定の見認しそ図っている。

1 -3.境界紛争

境界紛争には大別すると，境界が不明になることにより発生する主として無機原使用と，境界

が明確であるにもかかわらず発生する特定地域多発製の 2タイプの紛争がみられ，とくに後者は

1liに巡検頻度を高めただけでは防止し難いのが特徴である。前者の典型を神戸営林署管内に，後

者の典援を京都営林署管内にみてみよう。

①境界が不明になることにより発生するケ…ス(神戸営林署管内):巡検は計臨どおり災行さ

れていたが，として無様点、の部分が長年の開に続界の不明をまねさ，境界を越えての樹林や作

付を主主起せしめた。昭和38(1963) ""'42 (1967)年の容様化の過艇で再検測した結果，鯨権j京使

用の突が多数発見され，なかには悶有林側が{受容していたケースもあった。その後設置が!主i那;

な館所をi徐き，無棟点、はほとんどが有様化され，ぞれ以降このようなケースが頻発することはな

くなっているo これらの紛争事案のほとんどは解決を見ないまま経過してきたが，神戸営林饗で

は近年プロジェクトチームをつくり計磁的にその処組の促進を翻っている O 境界の保全条件は整

備されてきており，今後このタイプの紛争の懸念はそれほどないと考えられる。

②境界が明らかでめるにも関わらず発生するケース(京都営林署-管内):境界擦を取り込んで

堺を議られたり， [鉾接地の構造物が境界ょに建てられるため軒が境界を越してしまう等の境界f受

容が多発しているo 都市北による地価高騰を背紫にしており，境界は明確であるにもかかわらず

発生するので，巡検や巡視をいくら強化しでも防止できない状況である。京都営林鴇・管内では，

毎年5""'6件の侵答が発生しそのうち 8割は解決するものの，あとの 2{翌日は蓄積していく状況に

ある。尋常の監視体制では防止しょうがなく，例えば問機のf受容問題に悩む寺社などではブェン

スで所有林地をi潤うなどの防諜措授をとっているところもあり，闘;有林野でも何らかの惜龍が必
裂である。このタイプの紛争は潟地的にには今後も発生することが予想され，それな考慮した対

応を~主討すべきであろう O

2. r調有林野(林野庁所管)以外の林野の.境界保全

2…1.1他省庁所管の[;@有林野における境界保全
〔東京路工大学農学音[i[制服演穏林):東京段工大学の掠溜林は埼京~詩秩父fll5大滝村に 1 団地234ha.

群馬県勢多郡に 2問地415haと92ha.;栃木県安蘇郡出沼町(1法ri佐野市)に 1問地162ha.

4日i地903haである。 j奇五践にあるI現地を除いて!日御料林から所!諮替えとなったもので，

ほとんどが確定しており関節絹その仙の境界の正当性そ担保する資料は保存されている O しかし，

移管後は新たな標識の設置は行われていないため御料林時代に無線点だ、ったものがそのままなの

は勿論，木棋は腐朽したりして不明織も大分あるとみられるが把握されていない。 1背[iの隠線筋

に防火線を設け，これを 5ml簡に 3""'4年ごとにメリり払って境界を明確にしているほか，

の保全業務についてはとくに規定などを定めておらず.1ft!i~長を伴うなかで適宜巡視されているも
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のとしている。境界紛争は起きていない。

〔横浜|結構施設局*~富士演腎;場〕::東富士演習場は関税8 ， 814ha，そのうち行政財競分が2 ， 950ha ，

他省庁及び民・公有地からの借り上げ分がそれぞれ514ha.5，350haである。境界総の経長は行政

財産に係る部分が90km，全体では約300]0誌に及ぶとみられる。;境界はさなて確定しており，全J誌が

有様化されている。機識はコンクリ…ト線，石擦が熔いられているほか，環要錨.月rrはブょにンスが
張り巡らされている。境界の保全業務は寓ごと学校営繕税職員がほぼ巡検と類似の見回りそ l年に

1間行っている。 l部招沖営林響からの使用永賭館所があるが，この部分については同署が巡検

を行っている。 m~留所内はとくに定めた日以外は原則として…般の立ち入りは禁止されており，

この点地の関有林野とは基本:的に性絡を輿にしているといえる。

このように前者は境界の保全業務がほとんど無いに等しい状態であり，後者は捺期的に立ち入

り禁止区域という全く性格の異なる施設であり，林野庁所管の間有林野と比較する対象としては

かけ離れすぎているといえよう。

2 -2 .公有林野における境界保全

公有林野 (29道府県)の境界保全の実路状況についてまとめたのが淡… 9である。ここに訴さ

れているように閤有林野のように境界に離別区分そ殺りているのは北海道，山梨県，石111県，熊

本採の 4道路だけであり，その他の25府県はとくに設けていない。つまり巡検に対応するような

方法を採るところは少ない。しかしほとんどの自治体が多かれ少なかれ境界の保全を合む，林野

全体の監視業務は行っており，それについての規定を定めている。実際の業務は森林総合職員を

含む地元の精通者によって行われる体制を採っているところが多い。

境界を明らかにしておくための方法は，聞き取りを行った山梨県有林の例でみると， I認有林野
とほとんど問機に境界標の設践によって行われている。

2 -3.私有林野における境界保全

私有林野における境界保全はその歴史的経緯の緩から悶帯林野とはかなり認なっている。まず，

私帯林野の境界明治の方法は具体的な境界の状況に応じて f天然界の利用Jr道路界の利用Jr防
火総の利用Jr;境界線の刈り払いJr境界樹Jr撤え分けJr立木に議料を強布Jr:iI木にキズを村
けるJr標柱・探識の設関j等様々あり，標識類の設躍もその 1つであるが，必ずしもそれが主
であるというわけではない。例えばはっきりした賂根筋や谷筋は境界が明確であるところとして

標識は設援されないのが…般的であり，道路界等の怒l調な地物で境界が明らかなところも悶様の
扱いがされている。また，境界の保企業務は必要に応じて見回りをする穂皮で，定期的に行われ

るということはない。しかもそれは他の作撲と一体化して行われるのが普通であり，とくに境界

悌全だけを目的とした作業もないといってよい。

3. 悶有林野の境界保全の特徴

国有林野においては境界を明らかにしておくための方法は境界擦の設設だけといってよいのに

対し，とくに私有林野においては多元的な方法が繰られており，境界楳の校躍だりて?はない。

;有林野では説本的iこは「標柱・標識の設援」が枝になっているが，私有林野ではむしろそれ以外

の方法が主体である。そしてそれらの方法自体が;境界の種別区分的意味合いをもっていることが

多い。例えばはっきりした毘根筋や待筋などの天然界や林道(永久道)などの滋路界によって境

界が明確なところは，境界擦が無くとも境界が明らかなところとして扱われる…ガ，境界が不明

になりやすい部分，問題がおきやすい複雑な部分等の重袈な簡所には楳校・襟織を設置する。だ

から私有林野におりる様識類の設置は最も{受容が起きるおそれのあるいうなれば「第 1極境界

標jである;場合が多い。
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淡… 9 道府保有半~毒事の境界保全の実施滋君主寄~;

n百';H.名 地押羽llNl送分布 行後のq~V体制 ;克非保全 ~t;; 山内草子 約 智

北#ljJll 一紋境界線山隣llll自が~t;t也 ， iF'! 品医林保全11~ 1!n~宇の滋1110)苦寄託受 1 税扱J:~タ91'1;;1行と主主会いのJニ 境界1i11ili!協 ;tì却J控お林野i~li!持!l宝

IJIl1'"十) Jt!!.各機筋託生JHt，!!tf，ずある年界線 命行から，業務lliili千林務'1事 議話iに拘l時}告求める。:ゑた，府辺iこは， rr品尚湖のrr線に設設立。 (63，4.1) 
又はilJ件前{鍔のうち脱抑紛争の'[ 政}へ林17i!課長から柊務部j造へ宇!! 2 境界線の{州躍が不l持となるおそれがある場合，または絞i読しが
じるおそれのある域界 15'1:llllに nをnう たい場合は。絞寄りの安全なf究部線!二日IftWt型1:JW設。
}ffiJ以上}
…控IJftl本1*・..'-綾j見界線以外の
境界線で， j'!.本伐封nおキ1等の事ょを
が見込まれる)Ig阪又1;15避行H'I与で
布警察導護が~隠されるi!!珂?の3舟押

OO'I:lIilに11叶以上)
ぷ級境界線-一般法びニ絞殺掠

線以外出)"11地境界鋭1Jl.び11m米
伊j)ti!)'il， l<'11I1弾4干のうち移動的J3
それのめる域弊総 051!開1に11司
以1:)
間総境界線'..1羽町村、YJt，百lil11:，
鉄i1!m地押1道路HlJI'.抑及び一級
ニ線三級までにtMげる以外のj克w
線(必閣に応じ)

rt議院E 号?にめていない )，1開設給 q宇野巡悦泌が!lJ火事
出:jJl:.i!K倒的総務総事手i症}

ilJJiM!r! 1:jに定めていないが判数lJ;:i'
説ガJJ;7非にキI1 常)"J械部""11ご， ;鑓#!i!ill，afill

山形県，1101+等i島製slfJIl
{主Hi林} 林保すその巡挑む ~Iiねて災総 fi(31椛させ淑11000Q口までιハ 務規制

c. Ej被保有村、{?'ffJ:'l~ "Jる地 (1設終改正48.<1.1)
務所iれこ報告

m~J，ち県 特iこ定めていないが. ~f-人的滋 非常!lt1附:lUIIこよるi話t~l 書4，下MlMW.料I~~量県ご fj羽会1I町及制，jび5γ 現"会行fi 
{保有林} 悦山中で;tEJJ!ll

為弘l 特iこ絞めていない， 1卒業事務所 非常銑特別阪のtt~本似合i思悦除 ♂1-"';1町
(!fIHf林) ).l!H悦隠義務ぬr!lで判断 本iが， !!tU'f'ill(}){北j札

11)火取，絃林ぬ災担干の巡悦

栃本除 i控験的1見粒!はない{どこにどの
火そ非の!!i.常勤J;撃持滋の出鮫守養護?視泊の保fiJえJ全に.1より， 境界線。

1県営林.r"悦釘阪務心l~f
{保有林) 械な綿織が器H読されているか不 百5・3出:1H抑丸制

，，)) 

新~J保 狩に定めていIJ:い(全体的背j型 従・ ~n伐， 大!!i.'f[i!j， Jj見に界{よ想的る総， 現代司þl;{~日m.ド ， Mf>J31i 
{出HH*r議務的<['で女JH，r Iふj舟w総玉虫色liぴι境界

持7~'i~1!による滋税 t議等波[悶現有i

よ克J，il保 狩!こ定めていない!全体的i担視 持'i~動機Þ1特別1誌の強制狩j1HJ 族議議綴1日干iH、背J:lJ鈴m
IMtiHJ の'1'で:J!'JÎ'~

lに以よる上行，説い林，i保ま繋去絞の滋殺悦にTを11f，aej13 
RZ 

九，M! 特に絞めてL、伝い.全Wo)巡視 瀧林保常3全'1のの織i誼犯悦の令tそ，)11'のi剖alJ~によT るい φe 位協法人時五保森林公

{森林"li:)の中です:蹴 社社'J:t狩ff:干ffFHl絞
総務11斜;!こ絞し。ヨヨn5L1ゑ t 間1見l~
に時1!!j!Jむこ告抗日

jミ!lifWl:
特!こないがヂ，FFのAf3Ei421712の銃器お警巡そ悦れ事の 議機的i盟割!t'lll，I県干iH;)s税J' i日 11') として.以11林 l"rEililnfl九Hむこ議詰t:~，受託íli<1)判長が森林

(ねfiHl 括的中で。 ~f 簿iこ.そ的部)fJ:自己主主し受給11はfI 総合日3忠告!t'lを(1:命し 北村Hlft/)tJ党務綴を 5{j'.1こ11"J!世!庄1'111，い
dわるtfrl干;H， )、為(t;f'，!ザ;tJ)ねそれ をiTっている Q

のAうるV;HJH，きのこ・わらびそ 2見掠:曹はついては.慌の党本村長s懇談災がj見弾官官)Ert}のほか隣J産地
のitl!IJJ濃の採取等のため入111括的 的所打者が記名問1印した境界椅そ作成
多い線引材 a その古1;111畿管関者が
必鐙と認める出:!1m・UJ訟に.!f!t 
引説、所事:111隠rHHに後託している

お/!!lAl 1 糊clrl~ ・，~，~に佼?干のおそれ 林課事務所長又はHAミ待機織絞 IJ総)1)1ご1ft対1Hi:Yどめ桜JFI在 県吉f林管fJ!Jl使館
(~怯 ií科、} があると絡められるu綴 (11jに L日Vl泊界五主税幻自'j舎なてl1J1WK'iζ 持i合総泊 (52.2.12滋発部S:P"1-)

llh]以!c) 訓告j:{1{よ泌総の都度 ι~J常斡経費i報告J'{U 脅 林立民考義務F持J~ 3Z fま林

立~2割liJ，m."，第1tJHHユタトの[1 本ff襲議機こ擬l臼
成f(2 ~I:.Iこ 11"1以上}

f日井県 }'Sに往し ~t守人を目31(iし‘ 3語界の保:í!;， llJ火事務妨。I!!・伐のi¥!il!:.J~， 
{撚有林} 止、持・対1，1の防止の主義務のJ.iIL:せり .fi:ffっている

滋賀以 特tごなし n校長lfj議終状況を議務UJU;!こ 訓A出動的続殺の噛書記ft耳llilが白そのllii6i-JるI持続の市長の1!lrll獄 滋賀県娘常持管域防紋
(!思千i林} 収録~， I~Iも担保革連ぬがHß民する線 fま骨堂1)て，毎月 llul以上初湯沢械を巡悦ずる 総滞納

にお1訴する

奈良県 特になし Tr朗人は. ~a イ1林j自悦 LI絡にj{{( ~t;!綾織の管殺人 1;1.. j設がiI装車内の潟干i将について林波紋j去の1IW11 保有林管明!人投i際委整機
(県有終} 羽山内容及び作業を己紋l-tt;UIU'I 続殺をj!!lj.I話灯 2 間以 1:担1~1f主峨内の昨i ・ 2立イえその徳的加持行為 (Ja島幸改刀:53，.1.))

針。1)1!11(;却を受IJる の悶1111:. J.党卯の警護議議必管理!l，そ的1t~;l(t有林のrt悶ドのため朴政話H長が 1日行事問~)'I!人!I/Ii護費響議議
必塾!と若宮めた諜務{?fiう (1&終改TI:53.4.1)

fIJ歌山撚 ねになし 続可f人は，毅務的状況をfJJfl5 霊立てf人1:1， n 2 側担H!í~lHf林内令綴j~火!!i.，獣桜 1 約mVL I?t m理主111国!lWI1林政守人
(線fj'特} 上J~ 'C'に総事務}ijH主にÿ!K\; 伐・2現f丸その他のlliW1Jl.び事故的発生を防止し 保有林のffJ現ふ: 設立/i'1域総

必型!1;t3陸務(;;17うため綴悦j品 (30，1.1l.;tlポ耳¥5 ~J) 
~~事務所長は年24[ùlの的WW;-tJI2 ，iJのi器悦総数を削減できる I ~務tI歌総選山母校然保(有3(1林.EVf人

I.31) 

大阪府 ~\Y!こ往し 森林(f;1:'i~tヨ li. Fír~授の 1'lt~I，;線 森村、保全I'lll林野史民の予約。そ4自本lj慢対す襲警警る警汀初為の，保安林の\'f~j!' )(，1 大阪耳1森林Cfdtt立，，¥務
(KHii本} 事務所持ι紫絡事選手詩を悲!J1の5 世I終の%'閣しその偽森林の保全 米然2リ'j(J。と'r.WITh 型Qt靖 160.4，1)

IJまでに終的 ーは告訴E務とする;ß)w.. ~tj う柊
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!Mf1l本名 境界線叩Jl~分等 ~rrí哉の報告体制 j見撚 i場金導的内務 自立 宅3

広島県 ネ，1IこIJ;L. ~Jてf人は，際林lH務所f釘こm務 満々f人は.#是林ljl務ilH遣のf，11奇j持者ミのもとにlijpj11';以上交iIiち
{保有休) 世1)1まを1"1う 総域内を境界線. 様・伐，役者Lその他

の1刈~H'jt)の防止，境界線，防火線. J*;払地物その1車内:ιM知的
{思3t.火災の予liI;.消火山有望f.I:~r立文は摘出3寺山器1ft. 貸付1告のUI!
111状況，そのi由IlIA-i毒薬務WrJ毛のj首証した事項

徳島~\ ~!j lこ往し "，.J.事を附入した均点にIJ'!9I1壊を総警護するのみで φ 五百械は行ってい
{間Hi林) ない(1地主警が撃を余したi時点で。現j忠告は!こ行く}

神JII>¥l 干すになし 11守人が重義務に燃したときは，
火災自，ψj予L蕗l;l防yよf政jり諜軍tぴ苦t境消そ目火，盗伐・詰Wt.l受型1その(出Jllli!H1:tもの予約及

神}I!v;~保有林省守人殺

{続行林) そ0)械製を以有林i坦悦fjj告に総主主 び防止 そのfl!LJ持治古れた 総~官1

し縦ill ，jlJJ'fを された非議選定数殺の~J守人がi器悦を fi う

主主総路 特日々し 省守人i主。縦割!i主況の統艇をi思 地方向1誌の終襲撃繁翁骨没I}て.1，伝灯2日l以UllgH認械を境界IE' 波紋~1~~I，!1f林翁守人投

{弘1干ft.fl お持;ft守人ミf絞lこ泌総IAarI的機 j昆界線'lilJ火線・林i立..uu致事j導的w持管理塁。火災・樹木の綴伐・ 叙事!tl!
務lJ1舗をづ也1iJ，占i迭を縦1[1し飽持水 話H主白羽織そ的地~留の未然紛11 及び駁主主的;乱烏f試I，~説得・気象

綾部践に報告 明1等時刻王宮，符付地・使m音子治'jl自の{担~m状続出獄悦，泌が行う i世1*

Jil(襲撃壌環護法び絞殺に対する協力 l その他;;H~が指示した事業会1Tう

(:l!l-5月までの3ケfJlll)lま鉱!l31'“l以上)
1高知i路 ~~Jこ々し m守は， j自械の人で 1持てfは.)'!状~絡めたときは， 林害義務終瀦JiXは特~年1M!首終的míîj! f~i1まを受付て白火災・級以 お先i梨県常林の羽守的
(~;~有林} IIJ林日も終しい人逃であワ境界に 林禁事務所iミ又l主将多事務所持管 初泣ぴ潟f止!昂立立びにその{山内被詳の防11:φ 綴{え・2見伐・俊寛1その他 総務簿記関するj見詰!

ついても間隙点も(tく， 11J1の級t4 続て知事に報告 の!諸}¥1干行為的I1iJI:.IJ'!界機!jその{倒壊殺の保全.事態Vi!mのための
が機界的拠品lや惑す露ぎに行くこと1;[ 人火の揃W?
ない)

術i司郎 現地の境狩絡は，地方事務所が 潜守人は。 Y~1世その{自特別的状 終林事務所長の紛仰のむと郡守人は .1克押撚その徴。2警警議総 if)f~~ f話相i限時計林符灘製鋼
{保有林} 闘士市~~:rtの地縮i司で 1~+;J曹を行って 況を総め止ときはすみやか日本成 je.l?，i艇・殺伐・話i伐・1受駿符の予防及び担iJt..火災・気象災(fJiI

いる 林務部IJ迭に耗H語 '11 ll!訴。平沼若手}・ flí1虫おそのjl~1地容の子自主及び幼止，防火線・ g主

i担.jIll抽}路・滋持小限・その{車工作物の保全。1*援護終ず'W、いにとも
(，う{主将・加工・摘UB郡山作禁状況.v世?せ判、1:1出(，，111詰'fi1Jにともな
うj"lII4ki日のrt¥話器・i守j班をnう

f!d1~\' 1与になし 知lき)1から袋脱されたii~普l.þJ が， 火災的防止，話fIぇ・2まH北.(母娘その{由}JlIWfi為的防止.1H守鳥獣 品質!謀説林巡悦防線開
{以干i村、i jIHJ]~官符科、に被1Mが発生する打そ むし〈は総出怒による被替の防Il:.J，，¥水時ιその11ft斑5首位よる被得 {主i. 5.17~!1知lffi150)

れがJうると認めるときはιナみや のIlliIJ:.I主水，滋羽織/Jl状況等のJ自製.貸付j出・(，，111助言事の手1)問状 j宮税I遣の任務号事につい
かi ごうを1!1I'こ 4!H~i 況2事のj['!Vι .j舟押{草そのf也のJ:M苛の縦f主litlがιのi盟 て

裂を行うため~11日以訴林者丹 :Hm以上i奴叫する。

また φ 月 H世主担割のうち llt~Jfi必ずj隠さj保協林0)1克界線を白主出制

する。

l~!l~~~t 特になL ~k守人は.林内のi!ií111.を終了し 初当以符林の&1311由を絡!l llül以上総視し水*'~議F選.議f決ザ~M;佼ù空1そ的fl!J保~tj*;ft守人総務警要領

(県行林} ，，'品iS(j.. ~~1::~林主主務に従事した の!JII待行為的予約， 防止11::なすとともに。踊l*'t!f.lfIi'j!}.:llI1.f;W被斜 Ciik終i位五'53.2.2S}
ときは。ね守入手艇に紀聴しlf，;係 宇品 ~Æのため巡視.fkfî'う

i誌の型jポがあったときはi悶1誌を受
付る。

熊本県 m 1 ~10ft抑線・ 0耳12 級協 3 割1l~ i創立ぬI，i，少なくともご二iヨ以上 巡持wは.1MH本i刊の土地.Eオミ竹， i母i弘 t~u首.小H仁防火線。 3日有1ft克m車税対計磁
[隙千i林) 外的境界{狩に域~W.î{ì'llI!がIJI閉症な その受持ち{話域十人11:滋祝するもの その{曲目』量殺の{~&撃に (1:白t;.民主年その他被識の予防及び応急防行~TI t4!器製官1tl" I~干1林の

むの} とする。 i証明fのJt'uこる11それのあ 。'J!4'{務に従事 境界線等的役軍lJj~iW ・

第21J[0昆抑線…3臨If5l'1ではない ると認める場合は必弘iι応じて撃手 熊本県Vr1:fi林i接持Wf将軍
がill銘 j'るい.17i:!<l!l等で…I.i:; 成口当たり。その結井~{i-斜線務総 ~J，司1\，‘

叩11龍に l~泌されている成界 所持iこ報告 間続準

1，13駅111m皐・地!日持でt凶器tに
I{部fされているIft.l¥'

大分県 f主になし 税制践は，管制~線事務所長の術 絞lt!l'J1ま，火災 .f~il!~将・ j込n;:将・その(I!!の被~~的自問止，立Hえ・ 大分潟県古若林民主税tJ設
{以{;十字) ;;11IこIt1:P，その総当ずる娘色村J:I?( ã':~t記号事砂防止.波野・ 1謀総及び襲撃織の和子挙管迎，子~11，い林織物内総 [説w!劇 (55，01.1)

械を。 f耳目?l叫以1:;器1l!L.~m UI状況.l:f付j出・{史的均等の{IJI臼状況，その!臨i李総きれ:I!のための必 大分担日常林~"mlヨ服
5IJ;J;で日縦長t 部!耳lrl1!d1う 務IJ!脱 (55.4.1)

をf階的1 t!iに，:L 喜立IJI.人il.Ni車号機材惑を鱗誌の 主事滋JJíの保全 ι 滋伐i/H主総等の防止。火誕'!11符・ X'\~その般の 1\~ 常持!Y.i悦人Jf!í世

{娘fi林) t日1111に従いそのm~iする保税林I珪 被1専のi的IC，機YI線・防火線・林道その般の施設の(;づ，.気象災w [紋終己主TI'57.10.1I
棋を， liJllll01以 tìi~ 1l!t-，強n 容の発!I'.の状況a 貸付朝!. N!IHJ~J~干の.jlJIfl状況，縦割IJIMH需の1$íli!1状

10日までに守1H苦 総.#語科、I&<拠JIlH初旬'J!こm訴した都機を行う

鹿児j話路 平!jに必L 満々f人1".線J1分のl誕務総'iIi栂 j克州盟・制札・機器走者事的維持1:1191.続界線画紛火主主・林道・2主物 i市児，(b!艮続殺林務守人
(V，11f林) を波丹1011までに，II霊林1jl<ni9iJミ その他的:仁科物の維持将殿， J?i(JC・絞伐後患!その他的却1払'行為政び 10 務担11持(1協f{J55~F2

又は林r;j詰lIf手緩委譲i主にtfNJ1 林地内熊樹立ち入りの防止‘火災の予防及びi古式畿 n怒鴎以又 FJ 13llflf;J~m194{t) 
1;1荷!üWの縦波及び予約.t主HJilJJ<は施設の{車問状況，都議~h留に

{揺る労務的ι'FJ!il及び5議集襲撃ま縫 う官 ~l物f!I'の邸主主しまでの絞斜止び符

命された宛段物刊の引際t-.術水・ 1犯科罷芹l等のJf!場収~. J9i!i詰
Ji&から交付dれ事または貸付3れた1需品の保管

1II梨県 首1I1紛J克界線・"'Yl限必地1持地物 j琵W-5~'"広告発見した際11. ずみ 境界i差分ごとに巡f見詰i筋 OO'I'-!I減}を立て. Hf11~Jj立慌%1こ実行 山梨保保有林野撹押保

(lf.Hi1宇) によって附されていないためIft?1 やかに検測をト1'ft，，)， 境界線のhをq柊~i 3るも 0)とする(爽ljは，減税でnっている} 1:Y苦1持
開:絡が2字詰rはなく1:1fill上特に間 改絞又1J:lj:器tおしく (JJ'1"'2'I'iWm 
』ますべき境界線(zIドに !!u]以上} 絞jる。
話12邸境界線…1il1f羽及び可13
紛境界線以外の境界線 (4'1'に1
開f.1.J:)
耳13秘境界線山鳩11).地物等に
よって切らかな続界線 (JOII'にl
!ul以上}
(上!eI克界初，jl)については，問干3
持1'rl:型税訟に規定されている境界
制I)JIJI定歩〉を望書f曹とした (m当時か
ら))

資料:林野Ii'棋務第:コ線
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間有林野ととくに私有林野との簡のこうした迷いは，いうまでもなくその各々の臆史的経緯の

違いからきているであろう。すなわち私有林野は官民有・区分以前においてその占有・利用がはっ

きり認められた地という由来をもって成立しているのに対し， [謹有林野の多くはいうならばその

ような「所有J笑績の無い地の寄せ集めによって成立したといってよいからマある。脅い換えれ
ば間有林1L1tは官民限分によってはじめてその所高の躍史が開始されたのであって，その所有の突

を示すには明確にその地を「問うj必袈があり，それが境界棋を設援するということであった九

次に!泉有林等を合め民有林野の境界保全は飽の梁務を含む林野巡拐の一意義として遂行されてい

るが，関有林野のそれは必ずしもそうではなく多くは巡検が境界の保ざなに特化した業務として行

われる傾向がある。 f国有林野管理規程jはその第68条で担当院主慌の「巡視jについて規定し，
巡視にあたってとくに注意しなければならない事項をあげ，そのなかには r1標識類の保全j
r 4:境界線，防火線，林道そのflliの施設の保全Jを含むものとしている(袋一10)。そして林野
庁では巡検は決して境界保全に特化した撲務ではない留指導している。しかし「管理立競艇jのこ

のような解釈，指導と実際の現場の対応との間にはかなりのギャップがある。それを前橋営林局

の例で訴したのがき受…11である。同じ局内でありながら営林署ま主任ごとに受け取り方に

かなり設があることがわかる。すなわち営林局は巡視を含む他の業務の合間に;境界擦を機認した

場合にも，それを巡検として標識巡検鱒に付けるよう指導しているo それに対し担当区主任の巡

袋一10 巡視の斜定

第68糸 担~筏j~任は， 1もの用務に従事ずる場合削除さ，常11寺その鍛当ずる広域内の溺有林野を巡視し，そ
の巡視にあたっては特に次に拘げるlijJ.墳に注定ましなければならない。

1 機織郊の保全

2 盗伐，絞伐絡の防止

3 火災，鳥t~えその他の被綴の防除

4 境界線，防火線，林滋その他の施設の保全

5 鎧林及び務水の芸道成の成絞

6 伐木，巡材及び搬出の状況

7 貸付地，使用地，部分林，共m林野毒事のjflJtfJ状況
8 漁燃のせいえ弘状況及び狩猟の状況

9 伐*， j鐙材又は水;材3'e潔を議室とする殺の記号，印2弘刻印号事の{史凡1状況

主主:1調有林野?を瑚!綴秘策68条

意気…11 巡検に1りするとらえガのギャップ

泌総営林局計i謝器製:巡視を含む他のま長務の合間に境界総iを隊総した場合にもi悠検として，綴力機許必is.検簿
に付けるよう指導している。

経営線:他の業務の合間に境界擦を確認した場合にも，それは巡検と理解している。般労区へ
の指導はとくにしていない。

G鐙fi林寺g. n招当区:1也の業務のi滋に境界線を線認することはあるが，それを巡検とはしていない。
o J1~当 16:: 1自の業務の合!即こ巡検もやるということは，事炎上l的芸能ない。
付設当ほ:1測位だが，他の業務の合測にやる巡検もある。

経営器製:担当滋への指若手はとくにしていない。
H営林署l……一一一一…一一一一一一一一…一一一一…一

3総当!翠:巡視の場合でも境界線識を{江主総したn#はそれを巡検と考えて災施している。

絞営線:現行「親殺Jでは巡視の絡泉は巡検には反映しないものと淑解している。

I常林華子 2:tm当lざ:f訟の業務の合闘に巡J検も災施しているが，巡視の際に境界線を確認しでもそれは巡検
とはしていない。

資料:閉さ取り総資
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検のとらえ方は，①巡検は100%巡検だけ独立して行うもの，@境界擦の確認をf也の業務の合間
にも行うが，それは巡検とはしないもの，③巡検は巡視を含む他の業務の合開にも行うもの，と

いう 3とおりに分かれ，巡検と巡視をめぐる解釈にかなりの相違がある。そして実際には多くの

場合，巡検は境界保全~こ特化した業務として行われているのである。

4. 考察

関有林野における現行の境界探全紫務のなかでまず問題にしなければならないのは，管現規税

上の巡検梁務について，林野庁・各営林(文)踏の指訴・指導があるにもかかわらず，営林容・

担当lほごとにその解釈が異なり，境界保全業務に混乱をまねいていることである。このため実際
には指導とは全く相反して，巡検が境界J擦のrr{g認作業に特化して行われる傾向が強く，これがそ

の業務を必袈以上に過;患にさせる一臨ともなっている 0 ・これにはやはり現行「管瑚規税jの巡検

と巡拐についての規定がどのような期保にあるのか，わかりにくいことが大きな関関になってい

ることは者めない。まず， rわかりにくさJがなぜ生じたのかな見ておきたい。林政統…時まで
の，山林}誌における境界保全に関する定めとしては，大正5年にiIlU定各れた rl翠有林野及i産物管

理規程J(大正5年12月1913農商務省令第14号)3)がある。それによれば，

第九線 小林磁磐長ハ鯨年六回(ニ簡月一閥)以上管内ヲ巡視シ林野立立j海業ノ状況，林産物ノ

主主供給，市場ノ状勢，其ノ他悶有林ノ管課経ニ関ス1レ諸般ノ事項及保護髄員服務ノ状祝

ヲヨ笠雲寺スヘシ

特別ノ事自ニ悶リmi項阪!数ノ巡視ヲ行ブコト能ノサソレトキハ鶏メ大林i誕響炎ノ添認、ヲ得
グル塁手鼠ヲシテ代リテ巡視ゼシムヘシ

1Ff~十…傑 保護随員ハ其ノイ呆畿百内ノ林野及部分林ヲ巡説シ特ニ左記各蹴ノ潟環ニ波誠スヘシ

境界標其ノ他標識ノ保全

議伐，誤伐，俊懇，被用等ノ取締

ごゴ 火災，品等其ノ{也被害ノ防備

閥 抗火線，境界総，林道其ノ他築設物ノ保全

五造林及部木義生ノ成K~~

六伐木，造材及搬出ノ状況

七貸付使用地及漉約関懇排下許可地ノ状況

八林野巡守其ノ他使用人ノ勤惰

九 伐木，造材又ハ木材資質ヲ業トスJレ者ノ使用スノレ記腕， I甲車，子板，帳簿，器具等

第ニ十一{傑 小林i蔵省-及保鰻磁舎ニ棟柱検視簿ヅ備村ケ標設検視ノ都度其ノ状況タ記入スヘシ

と規定しており，

現行「管理脱程jの「第8j1塁巡視及び保護jに係る第68条は「悶有林野及産物管理規程Jの第
11条をそのまま踏襲したものであることがわかるo 山林j渇の場合 このように小林院署長及び保

の巡視についての定めはあったが，現行「管理腕組Jの巡検に相応する規定はなかった。
すなわち保能g品は標柱検視を行いそれを概柱検視簿に記入しな砂ればならないが，その作業は
林野巡視の諜務の 1っとして地の作業との合間にも行われるようになっていた。突は「巡検jと

いう用語は抑料林がそのlレ…ツであり，戦後の管現規程における巡検も御料林のそれそ踏臨した

ものとみられる。明治32年の f御料地界標保持心得J(明治32年12丹14日第6315統局長ヨリ地方
賂へ逮)には f巡検J1-巡検官Jという用語がみえ，それ以降も術室林野局の諸例規に r;Q<<t余j
を認めることができる。さらに，現在の巡検に関する規定の直接・の/レーツとなったとみられるの
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が，以下に訴す大1E9年に制定され，林政統…時まで御料林の境界保全の指針となっていた「樹!

料地境界i12J識規程施行手続J(大 9年3月1fヨ第3323ノ8号長官逮)である 4)。

第二幌

五，分斡随員ハノ1認別ニ従と巡検スへシ
御料地ト地ノWJ滑地トノ磁界ニ於ケjレ楳識

イ.耕宅地，平割地，傾斜地等ニシテ侵害子ヲ被リ易キ{国所ニイ系lレモノハニ年二一回

ロ.地形， !古物設:ノ1mノ渡況ニ依リ{受容ノ議少ナキ個所ニ係/レモノハ凶年ニー闘
ハ.顕著ナル分水嶺其ノ他ノ天然界アノレ個所ニ部ルモノハ六年ニ一回

洪水其ノ他ノ事懇又ハ隣接地ノ伐木，新楠，開墾，土木工事さ5;ニ依り標識ノ殴脳，亡失，又ハ
移動等ノ践ア/レトキハ前;噴ノ規程ニ拘ハラスj随時巡検スヘシ

業務繁劇其ノ他ノ事故ニ依リ霞核分披i邸調巡検スルコト能ハサ/レトキハ事務所長又ハ事務所員，

出張所・員又ハ他ノ分;懇話員ヲシテ巡検セシムヘシ

第四憐 支局長文ハ事務所長ハ人跡稀ナル持民地，絶験地深111幽谷其ノ他普通ノ方法ヲ以テ巡行

ス/レコトfiEハサル{問所等ニシテ第二二鵠ノ規程ニ依/レコトヲ袈セスト認メタJレモノプ/レトキ
ノ認可.ヲ艇テ特別ノ取扱ヲ為スコトヲ得

盟約すれば，

① 俊惑を受け易いj斑所(耕地・平;現地・傾斜地): 2年に 1開

@ 1:受容のおそれの少ない筒所:4年に 1@]
@ 分水嶺その{自の天然界:6:停に 1悶

@ 人跡締役る高岳地，純|境地，深1111感i谷等で普通のブ〉・法で巡検できない箇所:特別扱い

である O

このように，戦後の「管rm規椴jは巡検については御料林を，巡視については山林局の規定を
それぞれ出自としており，もとはといえば別々の 2つの規定を…つにしてつくられたが，その際

条文聞の抱合性が必ずしも明確とはいえない結果になってしまったのである。(なお，北海道悶

有林には境界保全に関する条文化された指針はなく，具体的業務のなかで指示されていたものの

ようである)。このことが巡検と巡規についての関係をわかりにくくした販問だといえよう。こ

のj誌で現行ーの「管理規税jはもっと盤序される必要があろう。

次にこの「斜l料地境界標識脱税施行手続jから明らかなように，倒i料林時代の巡検の器準は現

行よりゆるやかで柔軟であった。苦い換えれば昭和初年に制定された戦後の管理規棋は御料林時

代より戯しい器準が採された。これは一つには，戦前における境界の保全水熊(境界標の設霞

等)が111林賂より御料林のほうが高かったとされていることから，林政統一後の巡検を御料林時

代と悶じ事基準にするのはj限延長との判断があったようである。もう…つは当時は戦後の緊急開拓等

による国有林野の能強，無権F民使用が数多く発生するなどの事情があり，器準を厳しくせざるを
えなかったという時代的背景も強くはたらいていたとみられる。

しかし，図有林野の;境界をめぐる最近の状況は大きく変化している。まず，昭和37年に制定さ

れた「国有林野測定規穏Jでは無様点の廃止が決められ，原則的全点有機化が進められ悶時に永
久様化も行われ，境界明治の水準は格段に向上した。また，戦後の「管理規穏J制定時に比べ一
般的に{受容のおそれは少なくなっており，境界をめぐる新たな紛争も少主主くなってきている。…

方，先にみた巡検基準を定めた大1E9年「御料地境界擦識規税施行手続J制定時の御料林は，①
現在の悶有林とくらべ有楳率は1~かった(φ木棋が少なくなかった。③いまだその所有の臨史も浅

く後苦手のおそれは現在よりずっと高かった。
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以上のことを考婚すると，現行「管理~>MjiJ による;境界巡検の基準は環境の変化に合わせて見

直す必裂があるであろう。そしてそのことは巡検の規定と実行内容とが嬬離しだしている実態を

る観点からも必要なことである。すなわち f巡検の実態」で明らかにしたように，巡検実

施者の主任規定はすでに有名j然災化している。また溌j燦に行われている巡検は規定の基準からだ

いぶ外れ出しており，なかには大i仮営林局のようにすでに基準の…部を独自に変更して対応して
いるところさえある。しかも大阪営林}誌の場合その変更は第3灘境界擦のみにとどまっており，

またそのことがはっきり表に出されているからまだよい。しかし規定どおりの巡検を実行してい

るかのようにみえる営林(支)局の中には，規定に訴された基準との抽出正がかなり大きくなって

いるところもあるとみられる。そして巡検事芸般の見直しをさなての常林(支)}誌が盟盟しているの

は(茨-5)，そのことと無関慌ではないと思われる。この点からも現行の巡検の規定が現状に

合わなくなっていることは艇かであり，これを放関しておくことは規定の形骸化につながりかね

ないであろう。
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Resume 

(1) The r巴glllationon the preservation of th記 integrityat boundaries of the National Forest which for-

mul日tedin 1951 has not been functioning well anymore. At the time of th巴formlllatio!1， ther告 werenot 

enough signs constructed yet and the conditions of the pr巴8日rvationof the int巴gritywere not satisfac. 

tOl・ysuch as du巴 tousing wooden詰uideposts.Besid日s，since the whole Japanese sociely was in serious 

confusion after the last war， troubles on the bounclaries us記dto happen quit巴often.

(2) Nowadays， however， the condition of the preservation has been improv記dremarkably， and ther日日Iso

happens less troubl日son the bound呂ries.These chang世sin the social and environmetal situations re-

quire the consid号rationof th巴 1・記visionof the r日gulationto meet the present circumstances. 

(3) Th巴currentregulation on the preservation of the integrity at the boundaries was originally mad日by

the integration of the two different r告gulationswhich had b日日nenact日dbefore the world war II.すhere-

fore， th記adujustm日ntbetwぽ nth巴pr・ovisionshas not always wor・kedwell. This caus吋 th日confusiollof 

th日interpretationof the r巴gulationwhich reslllted in the llnnec巴r巴ssaryh伐lVyburden of the dllties. The 

regulation should be r邑consideredfrom this IJoint of vi世was w日11




